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令和 3年度第 5回藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会 

会議録 

 

期日：2022年 1月 17日（月）14時 00分～14時 50分 

場所：藤沢市役所本庁舎 3階 3-3会議室 

出席者（敬称略）：  

 【委員】  

渡邊 泰典 

藤井 佳世 

新海 政雄 

土居 秀彰 

村上 尚 

鈴野 達也 

河内 幸恵 

三浦 孝一 

志水 敦子 

 

 【市職員】 

松原 保  教育部長  

峯 浩太郎 教育部参事  

藤田 健司 教育総務課 主幹 

安西 美知代 教育総務課 上級主査 

近 尚昭  学務保健課長  

木村 千波 学務保健課 課長補佐 

坪谷 麻貴 教育指導課長 

中村 田  教育指導課 指導主事 

西山 勝弘 学校施設課長 

木下 尊人 学校施設課 課長補佐 

神谷 忠良 学校給食課長 

西台 篤史  スポーツ推進課長（岡本竜馬課長補佐代理） 

山之内 雄臣 福祉総務課 主幹 

小川 高司 都市計画課 主幹 

 

 

一般傍聴者：5人 

 

 

1 開会（渡邊委員長） 

 

 

 

（欠席者） 

【委員】 

稲垣 景子 

【市職員】 

伊藤 雅浩 教育総務課長 

菊地 誠  学校給食課 課長補佐 

青木 武彦 企画政策課 主幹 

小野 洋 青少年課 課長補佐 

事務局 

検討部会員 
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2 議題 

（1）第 4回藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会会議録（案）の確認に

ついて 

渡邊委員長 事務局から説明をお願いしたい。 

教育総務課 

藤田主幹 

資料 1参照 

資料 1のとおり（説明は特になし） 

 （修正なし） 

渡邊委員長 修正なしのため、会議録案の内容で了承する。 

議題（1）終了 

 

（2）「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針（素案）」についての

パブリックコメント実施結果について 

渡邊委員長 事務局からの説明をお願いしたい。 

教育総務課 

藤田主幹 

資料 2及び 3参照 

第 4 回検討委員会でいただいた意見について、検討部会を開

催し、意見に対する対応を図った。 

資料 2 

吹き出し部分が前回第 4回検討委員会からの修正点である。 

P1 市議会の記録を確認した結果、№1と№4が重複するため

№4を削除 

P2 №4 市民センターの位置図についての対応は、後ほど資

料 4にて説明 

P2 №5 小規模校の意見を 2つに分割し、それぞれに修正案

を改めて記載 

P3 №8 意見の区分「3学校規模に関すること」から「9特定

の学校」に修正 

№9～10 R5 年度以降の設置校が決まっていないことが

わかる表現に修正 

P4 №13～19 小中一貫教育については、導入の意義などを

学校適正規模・適正配置の取り組みとは別に検討が必要

なことを追記 

P5 №20 少人数学級への考え方の追記 

P6 №22 特定の学校に対する意見は、今後の実施計画で検

討する旨の追記 

P7 №24 高浜中は小規模校になるとの過去の推計があった

との意見について過去の推計を確認した結果、H26年度の

児童生徒数推計で高浜中が H27・28年度には 11学級にな

ると推計しており、小規模校に該当するとの見込みだっ

たが、実際には H27・28年度ともに 12学級であり、適正

規模であったことから、「修正（案）」に児童生徒数推計の
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の説明を追記。 

№25 №24と№25を一体の修正（案）としていたが、分

割した。 

P8 №28 意見を 3分割し、それぞれの内容に対応 

P11以降は今の説明の繰り返しとなるので、説明は省略する。 

 

資料 3（資料 2の抜粋） 

「実施計画の中で詳細な検討を行うことがわかるように」と

の検討委員会委員の意見があったので、リード文を修正。 

P2 6（3）意見の反映結果の表の表記及び集計方法を修正 

  提出者数 36人 

  提出件数 48件 

  細分化後の件数 68件 

P3 前回第 4 回検討委員会で示した案を一番右に記載してお

り、今回修正後の市の考え方は色塗りの列。資料 2同様に

修正した。 

村上委員 資料 3 P4 意見等の反映区分「4その他」があるが、P2「意

見等の反映区分」には「4」がないので確認したい。 

教育総務課 

藤田主幹 

意見の反映区分 4は再集計の結果、該当なしとなった。 

資料 3 P4 意見反映区分「4」は、削除漏れ。 

P4 意見反映区分 4 は削除するよう資料の訂正をお願いした

い。 

渡邊委員長 資料の訂正をお願いしたい。 

藤井副委員長 意見の反映区分 9の「個別」を「特定」に表現修正した経過を

聞きたい。 

教育総務課 

藤田主幹 

事務局で修正した。寄せられたパブリックコメントに具体の

学校名を入れての意見があったので、日本語の使い方として

「個別」より「特定」と表現した方がよいとの事務局の考えで

修正した。 

藤井副委員長 「特定の学校」とは具体の学校名をあげてのパブリックコメ

ントの意見だったという理解でよいか。 

教育総務課 

藤田主幹 

そのとおり。資料 2 P11 №40以降、具体的な学校名をあげ

ての意見だった。 

渡邊委員長 先ほどの資料 3の P4を 1か所訂正の上、パブリックコメント

結果を公表することとする。 

議題（2）終了 

 

（3）「藤沢市立学校適正規模・適正配置に関する基本方針（最終案）」について 

渡邊委員長 事務局から説明をお願いしたい。 

事務局 資料 4及び 5参照 
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藤田主幹 資料 4 

本日の資料 2、資料 3で説明した修正案を反映させ、素案から

の修正箇所を下線で示している。前回第 4 回検討委員会から

の修正箇所を本日は説明する。 

P2 「状況が異なる」表現の修正 

P3 表の大きさを調整 

P5 一番下に表を追加 

P6 表のタイトルを「地区別」に修正 

P7 支援教育について県の公表内容に合わせて修正 

P22 「おおむね」を追記の追記 

P22（4）支援教育の推進 

第 4 回検討委員会で「第 3 回検討委員会の議論が反映さ

れているか確認する」としていた箇所について、第 3回検

討委員会での議論を確認した。第 3回検討委員会では、①

不登校児童生徒だけではなく支援が必要な児童生徒全員

が対象となるような表現にして欲しい。②登校していて

も教室に入れない児童生徒も対象とするような記載にし

て欲しい。といった意見が出されていた。これらの意見を

受けて（4）支援教育の推進の第 2段落の内容に修正し、

意見を反映させた。 

P22（5）小中一貫教育の検討 

小中一貫教育を検討する際には、適正配置の取り組みと

は別に検討を行う旨、追記 

P23（6）地域との連携 「指定緊急避難場所」の追記 

P29 学校規模のメリット・デメリット整理した 

  後ほど資料 5で説明する 

なお、ここであげているメリット・デメリットは P32に記

載のとおり、令和 2年度藤沢市立学校適正配置検討部会（市

職員で組織）で出されたものだったが、本委員会での意見も

反映させたことから、「調査より」から「参考とした」に修

正。 

P39 位置図に市民センター・公民館を追加し、タイトルも修

正。図の下に隣接（直線距離約 1km以内）する小学校間の

距離を追加。以降、各地区同様に修正。今後の統合の検討

の目安となるだろう。 

 

資料 5（資料 4 P29-32の記載参照） 

学校規模に起因するメリット・デメリットを再度整理した新

旧対照表 

表の左側に修正案を記載 

委員から「違和感がある」「メリット・デメリットの数の均衡」
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などの意見を受けて、一部削除や表現の修正などを行った。 

 （意見・質問なし） 

渡邊委員長 特に意見がないので、これを当委員会としての藤沢市立学校

適正規模・適正配置基本方針最終案とすることとする。 

取りまとめた最終案は私から教育長へ答申する。 

議題（3）終了 

 

3 その他 

渡邊委員長 事務局から説明をお願いしたい。 

教育総務課 

藤田主幹 

令和 3 年度の検討会議は本日で最後となる。本日の会議録は

メールで送付し、確認をお願いしたい。全委員の確認が取れた

ら、会議録の確定としたいがこの進め方でよろしいか。 

渡邊委員長 本日の会議録の確認方法は事務局提案のとおりとしてよろし

いでしょうか。 

 （異議なし） 

渡邊委員長 異議なしなので、事務局提案の方法で会議録の確認を行うこ

ととする。 

教育総務課 

藤田主幹 

委員の任期については「実施計画策定の日まで」としているの

で、令和 4年度も引き続きお願いしたい。 

詳細の日程は調整中であるが、令和 4 年度第 1 回目は 5 月に

開催予定。 

その他 終了 

渡邊委員長 以上で会議を終了する。 

閉会 

 

 

次回：2022年 5月 

第 1回藤沢市立学校適正規模・適正配置検討委員会 開催予定 

 

以 上 


